
第 72回東海高等学校総合体育大会水泳競技 
兼 第 58回東海高等学校選手権水泳競技 

兼 第 93回日本高等学校選手権水泳競技大会東海地区予選会 
監督会議資料 

                          
１．競技について 

① 競技は、2025年度（公財）日本水泳連盟競泳競技規則に従って行う。 
② 競技はタイムテーブル通りに行う。 
③ リレーオーダーの提出はリゾリューションデスクとし、下記の時間までに所定の用紙に 

記入し提出する。 

 ７月 18日（金） ７月 19日（土） ７月 20日（日） 

予選 10時 30分 8時 30分 8時 20分 

決勝 15時 00分 15時 30分 15時 00分 

  ④ 第１招集は競技開始予定時刻 20分前に行う。（招集にて水着の確認を行う） 
  ⑤ 予選は組のみの紹介、スイムオフ・決勝は選手紹介を行う。競技結果は電光表示板にて

表示する。但し、全国大会への出場権（標準記録突破もしくは決勝３位まで）を得た選

手及びチームはアナウンスする。 
  ⑥ 50ｍ種目のスタートは折返し側（電光表示板側）から行う。 
  ⑦ リレー種目の第１泳者のみ正式時間を発表する。 
    ⑧ 予選は８レーン（単純方式）で行う。出場者（チーム）が 32名（チーム）を超えた場

合はその限りではない。 
決勝は 10レーンで行う。予選の結果上位 10名（チーム）が出場できる。但し、決勝進
出について同記録で予定人員を超えた場合はスイムオフを行う。スイムオフの対象者と
監督またはコーチは、最終レース終了後 15 分以内にリゾリューションデスクに来るこ
と。スイムオフのリレーについては予選と同じメンバーが同じ順で泳ぐこととする。 
ただし、女子 800ｍ自由形、男子 1500ｍ自由形、４×200ｍフリーリレーについては抽
選で優先順位を決定する。  

  ⑨ 補欠が同記録の場合は抽選で優先順位を決定する。決勝進出者は原則棄権ができない。
もし棄権者がいる場合はすぐに各県委員長に報告する。決勝進出者で棄権が出た場合、

補欠を２名まで出場させる。但し決勝進出者が出場の意思がある場合と、第１招集後の
棄権は補充しない。決勝において正当な理由のない棄権者は全国大会への参加を認めな
い。 

  ⑩ 予選を棄権する場合は、所定の棄権届出用紙を記入して各県委員長に申し出て、各日予
選競技開始 30分前までにリゾリューションデスクに提出すること。 

⑪ 個人種目においてはレース成立後、競技役員の指示で速やかに横から退水すること。 
選手導線についてはプログラムを参照すること。リレー種目で泳ぎ終わった者は、速や
かに自分のレーンから上がること。 

⑫ 商標については、プログラムに掲載されている注意を熟読すること。 
⑬ 800ｍ自由形は 400ｍでコール、700mで振鈴をする。1500ｍ自由形は 500ｍと 1000ｍで

コ－ル、1400mで振鈴をする。 
⑭ 各種目１位～３位まで表彰する。表彰対象者は表彰待機所へ集まること。 

１位～８位までに賞状を、優勝者にはメダルを授与する。 

参加校の引率責任者は各日退館前に賞状を役員室まで受け取りに来ること。 
  ⑮ 得点については各種目ごとに、１位８点、２位７点‥‥８位１点とし、リレー種目は 

１位 16点、２位 14点‥‥８位２点とする。 
       同順位の場合は、次の順位を欠位とし、得点は欠位のものを加え等分した得点をそれぞ

れに与える。 
  ⑯ 折り返し及びゴ－ルタッチは、タッチ板の有効範囲内に確実にタッチし時計を止めるこ

と。 
  ⑰ リレーの引継ぎの判定は機械優先とし、４／100秒以上速い場合は失格とする。 
    ⑱ 身体を濡らすために、水を浴びる場合は、予選は設置した容器の水を用いて行うこと。 



       決勝競技はメインプールを利用すること。 
  ⑲ テーピング(絆創膏などを含むすべてのもの)は許可願いに記入し事前に各県委員長に申

し出ること。その後、審判長の許可を受けてリゾリューションデスクへ提出すること。 
  ⑳ 機械・その他の理由でトラブルが発生しレースが成立しない場合は、その競技終了後に

再レースを行う。 
  ㉑ 審判長のロングホイッスル後は如何なる応援も禁止する。 
  ㉒ アリーナ内で着たり持ち込んだりするものが宣伝・広告の媒体とならないようにするこ

と。ペットボトル類はラベルをはがした状態での持ち込みは可能とする。 
ゴミは持ち帰ること。 

  ㉓ 競技中の応援は指定された場所のみとする。競技中はメインプール及びダイビングプー
ルプールサイドへ監督・コーチ・引率者の入場は禁止する。また荷物置場付近での選
手への声掛けを禁止する。 

  ㉔ 本大会は、上訴審判を設置する。 
    上訴する場合は、該当レース終了後 30分以内に審査料 50,000円を添えて、書面にて 

リゾリューションデスクに申し出る。 
  ㉕ 競技に関する問合せは参加校の引率責任者が各県委員長を通して行うこと。 

  ㉖ 悪天候（雷、豪雨、暴風）、不測の事態によりレースを中断する場合がある。また、レ
ース時間を繰上げる場合もある。レースを中止した場合は各県総体の結果をもとに全
国大会出場を認める。 

 
２．開会式、閉会式について 

① 開会式 ７月 19日（土）９時 30分～９時 45分 
各県の選手団、監督、その他関係者は、スタンドにて起立・整列する。 

 ② 閉会式 ７月 20日（日）競技終了後 
   各県の選手団、監督、その他関係者は、スタンドにて起立・整列する。 

受賞団は選手控え室２へ集合すること。 
競泳男女優勝校各３名、２位３位各１名、飛込男女優勝校各２名、２位３位各１名 

 
３．施設利用について 

① １階更衣室、1階通路（土足禁止）、プールサイドは素足とする。大会役員・競技役員に
限り白い靴のみ許可をする。２階観覧席及び観覧席裏通路は怪我防止のため必ず履物を
履いて通行すること。 

② 観覧席での飲食の許可をするが、清潔に使用すること。ゴミは持ち帰ること。 
  ③ 選手・応援席は県別に指定された観覧席のみとする。他県・他校の指定場所の使用は禁

止する。車椅子席は控え場所として使用しない。 
  ④ 観覧席３階奥のスペースは県別に指定された場所のみ使用すること。 
  ⑤ 大会期間中は荷物は置いたままにせず、各日持ち帰ること。置きっぱなしの荷物は大会

本部で撤去します。 
  ⑥ 観覧席最前列の使用や観覧席通路での観覧・応援は危険防止のため禁止と

する。椅子の上に立ち上がっての応援は禁止する。  
  ⑦ 更衣室は愛知・静岡・岐阜の選手団はメインプール側、三重の選手団はサブ

プール側を利用すること。 

尚、更衣室での場所取りは禁止とし、荷物は必ず持ち運ぶこと。置いたまま
の荷物は競技役員が撤去します。  
荷物は決められた荷物置き場に置くこと。  
ロッカー・ドライヤー等の使用を禁止する。  
貴重品の管理は各校で徹底すること。  

  ⑧ 館内のコンセントの使用を禁止する。施設内の備品や用具などの破損については、本部
に申し出ること。本人又はチ－ムで責任を取っていただきます。 

  ⑨ １階と２階の往来は、導線に関する資料を必ず確認すること。 
    競技中に監督・コーチがサブプールへ移動する際はメインエントランス側の階段を利



用すること。またリゾリューションデスクへの移動はサブエントランス側の中央階段
を利用すること。 

  ⑩ プール職員・競技役員の指示に従ってください。  
 

 
４．プールの使用について 
  ① メインプール 

・ダッシュレーンについては、通告及び電光表示板において周知する。 
・練習・公式スタート練習は全体スケジュールを確認すること。 
・公式スタート練習の際は、ダッシュレーンにバックストロークレッジを設置する。 
・フィン・パドル・コード類の使用は禁止する。 
・男女別にレーンを指定する。９レーンを男女共有の常時ダッシュレーンとし、バック
ストロークレッジを設置する。10レーンを男女共有のペースレーンとする。 

  ② サブプール 
・全レーン、飛び込みを禁止する。 
・パドル類の使用は禁止する。コード類は指定のレーンのみ許可をする。 

 譲り合って怪我や事故が無いように使用すること。 
・決勝競技中のアップは決勝進出者及び補欠者のみとする。 
・男女別にレーンを指定する。 

 
５．撮影について 

① カメラ・ビデオ・タブレット・携帯電話カメラ等の悪質な撮影から選手のプライバシー
を保護する目的で、関係者以外のカメラの持ち込み及び撮影を禁止する。撮影を希望す
る場合は、撮影許可証を購入し、左肩に貼って撮影をすること。 

② 撮影場所は観覧席のみとする。お互い譲り合って迷惑のかからないようにすること。 
観覧席通路での撮影は危険防止のため禁止とする。   
フラッシュ撮影は競技の妨げになるため禁止とする。 

    撮影許可証は１枚 400 円で当日のみ有効とし、撮影者１名につき１枚必要で使い回しは
禁止する。 

不審な場合は、映像を確認させて頂くこともあります。撮影罪で逮捕される場合もあり
ますのでご注意ください。撮影した動画や画像は SNS に無断掲載しないようお願いしま
す。 
 

６．ADコントロールについて 
① 今大会は、ADコントロールを行います。選手・チーム関係者の方は、施設内１階の通路・

更衣室・招集所・メインプール・サブプールにおいては ADカードの着用を徹底してくだ
さい。 

② ADカードは、学校受付時に配布します。学校名と氏名を両面の見える箇所に油性マジッ 
クで記入し、首にかけて使用してください。また、他人への貸し借りはできません。 

③ スイミングクラブ（SC）のコーチについては、受付時に名刺を２枚提出していただき、1
枚をホルダーに入れて首にかけて見えるようにお願いします。SCコーチは各県委員長に
問い合わせてください。 

④ 大学勧誘はスタンド裏通路で行ってください。 
⑤ トレーナーADは、観覧席および観覧席２F通路のみ入場できます。 

プールサイドへは入場できません。 
 

７.部旗の掲揚について 
部旗については、７月 18 日（金）の開場後から許可します。原則各県のスタンド席の前面
もしくはステージ側の黄色の台に掲揚すること。各校 1枚のみとし、規定の大きさ（横 210cm、
縦 140cm）を守ってください。場所が狭く掲揚する場所がない場合がある。 

 



８．駐車場について 
  ① プールの正面玄関前の路上での乗り降り・駐停車を禁止する。 
  ② 駐車場のマナーを守り、普通車は第 1.2.3.駐車場、大型バス、マイクロバスは第 2駐車

場(奥)を利用する。第 4駐車場は競技役員専用とし使用を禁止する。 

  ③ 駐車場での事故や盗難等については、主催者は一切責任を負いません。 
 
９．その他 

① 弁当の引き渡しは 10：30から所定の場所で行う。 
    選手・監督用の食べ終わった後の弁当の空箱は、回収場所へ決められた時間

までに置くこと。返却時間を超えた場合、また、その他のゴミ類はすべて持
ち帰ること。 

② 全国大会の参加申し込みは、必ず大会期間中に所定（大会本部）の場所で行うこと。 
③ 忘れ物は競技会中は 2階出入口付近にて管理する。大会終了後は主催者にて保管いた 

しますが２週間とします。 
④ 速報板は設置いたしません。(有)東洋電子の HPにてご確認ください。 
http://tdsystem.co.jp/ 

 
 
 

 
 
 
 
 

10．全体スケジュール 
 

 ７月 18日（金） ７月 19日（土） ７月 20日（日） 

開門時刻 9：00 7：30 7：30 

学校受付 ７月 18日（金） 8：45から ２階出入口 ADカード配布 

W-upメインプール 9：00～11：40 7：30～9：10 7：30～9：10 

W-upサブプール 9：00～16：40 7：30～17：20 7：30～16：40 

公式スタート練習 
10：15～10：40 
11：15～11：40 

8：45～9：10 8：45～9：10 

競技役員受付 9：30～9：50 7：40～7：55 7：40～7：55 

主任会議 10：00～10：20 8：00～8：20 8：00～8：20 

パート別会議 10：20～10：40 8：20～8：40 8：20～8：40 

予選競技 12：00～15：12 10：00～13：40 9：30～13：32 

決勝競技 16：00～16：23 14：00～16：57 14：00～16：21 

終礼 競技終了後 競技終了後 閉会式終了後 

完全退館時刻 16：50 17：30 終礼終了後 

 監督者会議は行いません。監督者会議資料をご確認していただき、ご不明な点は各県委員長へ
お問い合わせください。 
 
 
11．夜間大会本部・・・・・各県委員長へお問い合わせください。 

http://tdsystem.co.jp/

